
水水水水でつなぐでつなぐでつなぐでつなぐ「「「「人人人人、、、、自然自然自然自然、、、、文化文化文化文化」」」」水水水水でつなぐでつなぐでつなぐでつなぐ「「「「人人人人、、、、自然自然自然自然、、、、文化文化文化文化」」」」

滋賀県知事滋賀県知事滋賀県知事滋賀県知事滋賀県知事滋賀県知事滋賀県知事滋賀県知事 嘉田嘉田嘉田嘉田嘉田嘉田嘉田嘉田 由紀子由紀子由紀子由紀子由紀子由紀子由紀子由紀子

琵琶湖琵琶湖琵琶湖琵琶湖・・・・淀川環境号運転記念環境淀川環境号運転記念環境淀川環境号運転記念環境淀川環境号運転記念環境セミナーセミナーセミナーセミナー琵琶湖琵琶湖琵琶湖琵琶湖・・・・淀川環境号運転記念環境淀川環境号運転記念環境淀川環境号運転記念環境淀川環境号運転記念環境セミナーセミナーセミナーセミナー

平成平成平成平成２１２１２１２１年年年年１０１０１０１０月月月月２４２４２４２４日日日日平成平成平成平成２１２１２１２１年年年年１０１０１０１０月月月月２４２４２４２４日日日日

（（（（栗東芸術文化会館栗東芸術文化会館栗東芸術文化会館栗東芸術文化会館（（（（栗東芸術文化会館栗東芸術文化会館栗東芸術文化会館栗東芸術文化会館 さきらさきらさきらさきら））））さきらさきらさきらさきら））））



１．琵琶湖のすがた１．琵琶湖のすがた

２．琵琶湖を取り巻く課題と対策２．琵琶湖を取り巻く課題と対策２．琵琶湖を取り巻く課題と対策２．琵琶湖を取り巻く課題と対策

３．水でつなぐ「人、自然、文化」３．水でつなぐ「人、自然、文化」



１．琵琶湖のすがた１．琵琶湖のすがた



琵琶湖は近畿１琵琶湖は近畿１,,４００万人の命の水源４００万人の命の水源

•• 琵琶湖流域琵琶湖流域琵琶湖流域琵琶湖流域はははは、、、、淀川流域淀川流域淀川流域淀川流域のののの約約約約琵琶湖流域琵琶湖流域琵琶湖流域琵琶湖流域はははは、、、、淀川流域淀川流域淀川流域淀川流域のののの約約約約47%47%47%47%47%47%47%47%

•• 近畿約近畿約近畿約近畿約近畿約近畿約近畿約近畿約1,4001,4001,4001,4001,4001,4001,4001,400万人万人万人万人がががが、、、、琵琶湖琵琶湖琵琶湖琵琶湖からのからのからのからの水水水水をををを水道水水道水水道水水道水としてとしてとしてとして利用利用利用利用万人万人万人万人がががが、、、、琵琶湖琵琶湖琵琶湖琵琶湖からのからのからのからの水水水水をををを水道水水道水水道水水道水としてとしてとしてとして利用利用利用利用

流域面積流域面積 割合割合

淀川全体淀川全体 8,240km28,240km2 100.0%100.0%
琵琶湖琵琶湖 3,848km23,848km2 46.7%46.7%

府県名府県名 琵琶湖からの琵琶湖からの

給水人口給水人口(H15)(H15)

滋賀県滋賀県 1,102,7371,102,737人人

京都府京都府 1,814,2011,814,201人人

大阪府大阪府 8,772,4708,772,470人人

兵庫県兵庫県 2,667,2112,667,211人人

合計合計 14,356,61914,356,61914,356,61914,356,61914,356,61914,356,61914,356,61914,356,619人人人人人人人人

琵琶湖琵琶湖 3,848km23,848km2 46.7%46.7%



琵琶湖の多様な価値琵琶湖の多様な価値

●●豊かな自然環境と生物多様性豊かな自然環境と生物多様性

•• ６０種以上の固有種を含む６０種以上の固有種を含む1,0001,000種類を超える種類を超える

動植物が生息する、豊かな自然環境としての動植物が生息する、豊かな自然環境としての

価値価値

••約約400400万年といわれる長い歴史を持つ古代湖万年といわれる長い歴史を持つ古代湖••約約400400万年といわれる長い歴史を持つ古代湖万年といわれる長い歴史を持つ古代湖

固有種 ホンモロコ
固有種 ニゴロブナ

出展:琵琶湖博物館ホームページ



琵琶湖の多様な価値琵琶湖の多様な価値

●●文化の多様性文化の多様性((食文化食文化))を育む水産業を育む水産業

•• コアユ、ニゴロブナ、ホンモロコ、ビワマス、セコアユ、ニゴロブナ、ホンモロコ、ビワマス、セ

タシジミなどの魚介類を独特の漁法で獲る、タシジミなどの魚介類を独特の漁法で獲る、

水産業の場としての価値水産業の場としての価値

アユ

セタシジミ

エリ漁

沖びき網漁



琵琶湖の多様な価値琵琶湖の多様な価値

●●観光資源としての琵琶湖観光資源としての琵琶湖

••年間約４年間約４,,６００万人が滋賀県へ来訪する観光６００万人が滋賀県へ来訪する観光

資源としての価値資源としての価値

近江舞子水泳場 びわ湖大花火大会



琵琶湖の多様な価値琵琶湖の多様な価値

●●学術研究・学習の場としての琵琶湖学術研究・学習の場としての琵琶湖

••環境学習船「うみのこ」環境学習船「うみのこ」

県内小学５年生を対象に、琵琶湖上で１泊２日の宿泊県内小学５年生を対象に、琵琶湖上で１泊２日の宿泊

体験型の教育を行い、環境に主体的に関わる力や人と体験型の教育を行い、環境に主体的に関わる力や人と

豊かに関わる力をはぐくむ。豊かに関わる力をはぐくむ。



２．琵琶湖を取り巻く課題と対策２．琵琶湖を取り巻く課題と対策２．琵琶湖を取り巻く課題と対策２．琵琶湖を取り巻く課題と対策



琵琶湖の透明度琵琶湖の透明度
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琵琶湖の水質（Ｔ－Ｎ）琵琶湖の水質（Ｔ－Ｎ）
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琵琶湖の水質（Ｔ－Ｐ）琵琶湖の水質（Ｔ－Ｐ）
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外来魚の繁殖外来魚の繁殖

ブラックバスブラックバス Black BassBlack Bass
（オオクチバス）（オオクチバス）

（北アメリカ原産）（北アメリカ原産）

ブルーギルブルーギル Blue  GillBlue  Gill

（北アメリカ原産）（北アメリカ原産）

（北アメリカ原産）（北アメリカ原産）



琵琶湖の水位操作琵琶湖の水位操作

4～5月
フナ類はヨシ帯奥部へ移動（のっこフナ類はヨシ帯奥部へ移動（のっこ

み）、産卵する。孵化した仔魚は畝み）、産卵する。孵化した仔魚は畝

によって波浪や外敵から守られ、によって波浪や外敵から守られ、

良好に生残する。良好に生残する。

6月上旬6月上旬
水位低下により一部の産着卵が干水位低下により一部の産着卵が干

出する。ヨシ帯奥部は琵琶湖から出する。ヨシ帯奥部は琵琶湖から

分断されるが仔稚魚は引き続き良分断されるが仔稚魚は引き続き良

好な生残を示す。産卵はヨシ帯の好な生残を示す。産卵はヨシ帯の

縁辺近くで行われる。ブルーギル縁辺近くで行われる。ブルーギル

の産着卵への捕食圧が高まり、食の産着卵への捕食圧が高まり、食

害を受ける。害を受ける。

6月中旬以降
さらに水位が低下し、ヨシ帯奥部にさらに水位が低下し、ヨシ帯奥部に

とりのこされた仔稚魚が干出する。とりのこされた仔稚魚が干出する。

縁辺部では引き続き降雨後に産卵縁辺部では引き続き降雨後に産卵

があるが、オオクチバス、ブルーギがあるが、オオクチバス、ブルーギ

ルの捕食圧が高まり、食害を受けルの捕食圧が高まり、食害を受け

る。る。

出典：琵琶湖河川事務所



カワウの繁殖カワウの繁殖

•• 漁業被害漁業被害漁業被害漁業被害漁業被害漁業被害漁業被害漁業被害

•• 植生被害植生被害植生被害植生被害植生被害植生被害植生被害植生被害

カワウのカワウのカワウのカワウの推定生息数推定生息数推定生息数推定生息数のののの推移推移推移推移カワウのカワウのカワウのカワウの推定生息数推定生息数推定生息数推定生息数のののの推移推移推移推移

竹生島竹生島竹生島竹生島のののの状況状況状況状況竹生島竹生島竹生島竹生島のののの状況状況状況状況
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水草の大量繁茂水草の大量繁茂

11111111９９９９９９９９9797979797979797年年年年年年年年((((((((平成平成平成平成平成平成平成平成99999999年年年年年年年年))))))))

20022002200220022002200220022002年年年年年年年年((((((((平成平成平成平成平成平成平成平成1414141414141414年年年年年年年年))))))))

20072007200720072007200720072007年年年年年年年年((((((((平成平成平成平成平成平成平成平成1919191919191919年年年年年年年年))))))))
(独)水資源機構 調査



琵琶湖の全循環への影響琵琶湖の全循環への影響

水温躍層水温躍層水温躍層水温躍層水温躍層水温躍層水温躍層水温躍層

部分循環部分循環部分循環部分循環

酸酸酸酸 素素素素

大気からの溶解大気からの溶解

植物プランクトン

春春→→秋秋

酸酸酸酸 素素素素

植物プランクトン

大気からの溶解大気からの溶解

全全 循循 環環

冬冬

酸素酸素酸素酸素のののの消費消費消費消費酸素酸素酸素酸素のののの消費消費消費消費

酸素酸素酸素酸素のののの回復回復回復回復酸素酸素酸素酸素のののの回復回復回復回復
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マザーレイク２１計画マザーレイク２１計画

マザーレイクマザーレイクマザーレイクマザーレイクマザーレイクマザーレイクマザーレイクマザーレイク2121計画計画計画計画ではではではでは、、、、概概概概ねねねね５０５０５０５０年後年後年後年後のののの琵琶湖琵琶湖琵琶湖琵琶湖のあるべきのあるべきのあるべきのあるべき姿姿姿姿をををを念念念念計画計画計画計画ではではではでは、、、、概概概概ねねねね５０５０５０５０年後年後年後年後のののの琵琶湖琵琶湖琵琶湖琵琶湖のあるべきのあるべきのあるべきのあるべき姿姿姿姿をををを念念念念

頭頭頭頭にににに、、、、頭頭頭頭にににに、、、、20102010年度年度年度年度までをまでをまでをまでを第第第第年度年度年度年度までをまでをまでをまでを第第第第11期期期期、、、、期期期期、、、、20202020年度年度年度年度までをまでをまでをまでを第第第第年度年度年度年度までをまでをまでをまでを第第第第22期期期期としてとしてとしてとして設定設定設定設定期期期期としてとしてとしてとして設定設定設定設定



琵琶湖保全に向けた施策等琵琶湖保全に向けた施策等

•• 琵琶湖レジャー利用条例琵琶湖レジャー利用条例

•• 野生動植物との共生条例野生動植物との共生条例

•• 琵琶湖森林づくり事業琵琶湖森林づくり事業

•• 魚のゆりかご水田プロジェクト魚のゆりかご水田プロジェクト•• 野生動植物との共生条例野生動植物との共生条例

•• ヨシ群落保全条例ヨシ群落保全条例

•• 魚のゆりかご水田プロジェクト魚のゆりかご水田プロジェクト

•• 内湖の再生内湖の再生•• 下水道の普及下水道の普及



３．水でつなぐ「人、自然、文化」３．水でつなぐ「人、自然、文化」



（１）多種多様な生き物（１）多種多様な生き物

「この川にはホタルが顔にあたるくらいたくさんいた」「この川にはホタルが顔にあたるくらいたくさんいた」

「ボテジャコがあふれるほどいた」「ボテジャコがあふれるほどいた」

（２）生活の中で生きていた湖と川（２）生活の中で生きていた湖と川

フィールドワークでわかったことフィールドワークでわかったこと

人人人人々々々々がこだわりをもっていたのはがこだわりをもっていたのはがこだわりをもっていたのはがこだわりをもっていたのは水質水質水質水質そのものそのものそのものそのもの以上以上以上以上人人人人々々々々がこだわりをもっていたのはがこだわりをもっていたのはがこだわりをもっていたのはがこだわりをもっていたのは水質水質水質水質そのものそのものそのものそのもの以上以上以上以上

にににに水水水水とのとのとのとの関関関関わりのわりのわりのわりの喪失喪失喪失喪失だっただっただっただったにににに水水水水とのとのとのとの関関関関わりのわりのわりのわりの喪失喪失喪失喪失だっただっただっただった

（２）生活の中で生きていた湖と川（２）生活の中で生きていた湖と川

「この川からは風呂水をくんで洗濯をした」「この川からは風呂水をくんで洗濯をした」

「この川の水は昔は飲めたのに・・・」「この川の水は昔は飲めたのに・・・」

（３）子どもたちの遊び場としての水辺（３）子どもたちの遊び場としての水辺

「毎日、川に魚つかみにいった」「毎日、川に魚つかみにいった」

「えかい（大きな）ナマズをつかんだことはわすれられん」「えかい（大きな）ナマズをつかんだことはわすれられん」

（４）小さなコミュニティの自主的な治水対策と川への愛着（４）小さなコミュニティの自主的な治水対策と川への愛着

「大雨のとき、堤防の見回りを自分たちでした」「大雨のとき、堤防の見回りを自分たちでした」

「堤防直しも自分たちでした。川は私たちのもの」「堤防直しも自分たちでした。川は私たちのもの」



昭和３０年代の琵琶湖岸

水はこさい

でのんだ、

うつしい

かった

湖はよごれなかった？湖はよごれなかった？

湖岸の生活と生態システムの循環湖岸の生活と生態システムの循環

写真：前野隆資、提供：琵琶湖博物館

隣近所での共有さんばし隣近所での共有さんばし

よごさない不文律よごさない不文律

オムツ洗いは禁止オムツ洗いは禁止

利用の約束事利用の約束事



「近い水」：江戸ｰ明治中期「近い水」：江戸ｰ明治中期

（昭和３０年代まで）（昭和３０年代まで）

洪水

自警水防組織

出典：嘉田由紀子『環境社会学』岩波書店、

２００２年、ｐ１５より



多目的ダム

琵琶湖の水風景・２

「遠い水」：平成期

堤
防
内
治
水

逆
水
灌
漑

出典：嘉田由紀子『環境社会学』岩波書店、

２００２年、ｐ１５より

琵琶湖の水風景・２



これからもこれからも誇り誇りをもってをもって

守りたい守りたい

琵琶湖と里山と琵琶湖と里山と琵琶湖と里山と琵琶湖と里山と

人びとの水辺の暮らし人びとの水辺の暮らし

「「近い水近い水」の再生」の再生

ー水文化の多様性ーー水文化の多様性ー



「カバタ」では「カバタ」では

下流の人々に下流の人々に

排水で迷惑をかけな排水で迷惑をかけな

いよう汚れものを流さいよう汚れものを流さ

琵琶湖の水風景・１琵琶湖の水風景・１ カバタカバタ

深層まで酸素供給

高島生水の郷針江・カバタ

いよう汚れものを流さいよう汚れものを流さ

ない“はばかり”と“心ない“はばかり”と“心

使い”が生きている使い”が生きている

生活世界生活世界生活世界生活世界のののの中中中中のののの水水水水生活世界生活世界生活世界生活世界のののの中中中中のののの水水水水



琵琶湖の水風景・２琵琶湖の水風景・２ かなぼうかなぼう

「かなぼう」は、水「かなぼう」は、水

の湧き出ているの湧き出ている

泉および洗い場泉および洗い場

を総称した言葉を総称した言葉

出荷野菜の水洗出荷野菜の水洗

米原市世継

等に利用され、村等に利用され、村

人の社交の場と人の社交の場と

もなっている。もなっている。

社会関係資本社会関係資本社会関係資本社会関係資本とととと社会関係資本社会関係資本社会関係資本社会関係資本とととと

してのしてのしてのしての水水水水してのしてのしてのしての水水水水



琵琶湖の水風景・３琵琶湖の水風景・３ 棚田棚田

・用排水を分離・用排水を分離

せず、上の田かせず、上の田か

ら下の田へ水をら下の田へ水を

流す「田越し」の流す「田越し」の

典型である「棚典型である「棚典型である「棚典型である「棚

田」田」

・トンボやカエル・トンボやカエル

を育てる水田を育てる水田

文化の多様性＝文化の多様性＝

生物の多様性生物の多様性

仰木の棚田と琵琶湖



「飲水思源（いんすいしげん）」「飲水思源（いんすいしげん）」

水水水水をををを飲飲飲飲むむむむ時時時時にはにはにはには、、、、水水水水のののの来来来来たたたた源源源源のことをのことをのことをのことを考考考考えるえるえるえる。。。。水水水水をををを飲飲飲飲むむむむ時時時時にはにはにはには、、、、水水水水のののの来来来来たたたた源源源源のことをのことをのことをのことを考考考考えるえるえるえる。。。。

琵琶湖で乾杯！


